
令和３年１１月２６日

鹿児島市立吉田南中学校

受賞者紹介

夏休みから二学期にかけて，いくつかのコンクール等
で，賞をいただきました。生徒のみなさんの頑張りをこ
こに紹介します。

中学生英語スキット・スピーチコンテスト出場
３年 小園彩芭 ２年 西 彩歌 福元ひかる

「人権に関するポスターコンクール」

入選 ３年 川上優月

未来型デジタルスキルコンクール（ＣＧ・絵画部門）

特選 ３年 上永吉千里 ２年 上入佐茜梨

「学校給食に関する標語作品コンクール」

優良賞 １年 上別府夢

「中学生 税に関する作文」学校賞（応募多数による）

「家庭の日」作品展 ポスターの部

優良賞 １年 進藤陽

努力賞 １年 東ゆう

冬休みもいくつかの課題があ
ります。自分のいろいろな分野
での可能性が見えることがあり
ます。ぜひ挑戦してみてくださ
い！

これからの主な行事

月 日 曜 行 事 予 定

２ 木
１･２年学年学級ＰＴＡ 教育講演会
ＰＴＡ文化部会

６ 月 人権週間 第２回お弁当の日

７ 火 特別朝会(ｷｬﾘｱ教育)

９ 木 生き方を考える学習

12 11 土 土曜授業 ３年進路学習

14 火 １年集金日 全校朝会

15 水 ２年集金日

16 木 ３年集金日 生徒会専門委員会

18 土 門松作り(おおばるセミナー)

21 火 学年朝会

24 金 終業式 大掃除 地域生徒会

さて，２学期の大きな行事がそれぞれに大きな成果を
挙げて終了し，３年生にとってはいよいよそれぞれの進
路に向けて全力を尽くす時期となりました。年々生徒数
の減少で高校の定員が減少する傾向にあり進路選択が厳
しくなってきていますが，これからも進路情報を十分に
提供し，全教職員で支援していきますので，３年生の皆
さんは，行きたい学校を目指して努力して欲しいと思い
ます。

12月に入ります。寒さも本番になって参ります。
生徒たちが万全の体制で年末を迎えられますように，

これからも御協力ください。

上級学校説明会

11月18日に，１・２年生を対象に上級学校説明会が開催
されました。一般的には３年生に向けてすることが多いで
すが，本校では下級生に向けても実施しています。「高校
とは」，「進路とは」と考える機会をもってもらうことが目
的です。鹿児島高校，樟南高校，鹿児島実業高校，鹿児島
情報高校の先生方・生徒さんをお招きして出前授業が行わ
れました。

真剣なまなざしで学ぶ姿
が印象的でした。ゲストの
高校生たちも立派で，「さす
が高校生！」と思った生徒
も多かったようです。

お弁当の日

次の２つのねらいを達成するために，年に２回(11月１
日･12月６日)のお弁当の日を設けてい
ます。①食に対する意識を高め，食事
を自ら選択・調理するすることの実践
力を培う。②献立作成や調理を通して，
家族とふれあう機会を増やし，家族へ
の感謝の気持ちを育む。

夏休み課題で，お弁当の内容や食
材の計画を立てて，それを基に，保
護者の協力をもらいながら当日活動
します。生徒は，「○○をつくってみ
た！」「○時に起きて頑張った！」な
どの達成感を味わっています。

子どもの自立に，心したいこと

校長 向田 伸子

以前，高校受験や大学受験に，親が入試会場までつい
ていく姿が話題になりました。子どもの巣立ちのときに，
親がそっと後押ししてあげることは大切なことです。強
く後押しをしてあげたほうがいい子どももいます。しか
し，子どもの「いざ，わが人生勝負のとき」に，保護者
があまり近くに居られたら，自立への覚悟が鈍り，依頼
心が強くなります。社会経験が豊かな親だからこそ，子
どもの進路や受験校の選択やその岐路に立ったときに助
言することは大事です。しかし，最後の決断・決定や勝
負の場にまで親が関わるのは，場合によっては子どもの
自立を阻害することになります。
子どもの意思に関わらず，親が子どもの人生のゴール

を決めて，親の思うレールに乗せてしまおうとしたばか
りに，学校へ行けなくなってしまい，人生に迷ってしま
った事例を以前の職場で数多く見てきました。
歩む人生には様々な課題がつきものですが，親の決め

た人生のレールを歩む途中に課題が生じたときに，子ど
もは乗り越えようとする意欲よりも「自分は，親の言う
ことをきいたのに，こんなはずじゃなかった。こんな進
路を決めた親が悪いのだ。」と親への反発が強くなって
しまったのです。

親の責務は，子どもを一人の社会人として自立させ
ることです。親は，子どもの伴走を生涯続けることはで
きないし，やろうとしても限界があります。車を運転さ
れる方はおわかりでしょうが，道路状況に適した車間距
離を保って走ったほうが，結果的に目的地に速く安全に
到着します。子育ても同様で，親は子どもの発達や成長
に合わせて距離を保ちながら関わっていくことが，子ど
もの自立という目的地に早く到着するのではないでしょ
うか。そのためには日頃から，わが子
の成長を「つかず離れず，目を離さず」，
親子の車間距離を探って関わることが
大事だと思います。私たち大人は，思
春期に入った子どもたちの自立へのチ
ャレンジを，適度な距離を保ちながら

助言していきたいものです。

南中だより


